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ＩＴ事業を通じて社会課題の解決に取り組み、 

夢のある未来の創造に貢献します。 

ＳＤＧｓニュースは、ＡＧＳグループのサステナビリティに関する取り組みやニュースを発信するものです。 

 

 

 

当社グループは、サステナビリティ（ＥＳＧ要素を含む中長期的な持続可能性）が重要な経営課題であると認識し、積極的かつ能動的に取り組

んでいます。具体的な施策としては、ＳＤＧｓの達成に向けた取り組みを掲げ、ＳＤＧｓの基本方針：「ＩＴ事業を通じて社会課題の解決に取り組

み、夢のある未来の創造に貢献する」のもと、４つのマテリアリティ（重要課題）を定めて推進しております。 

 

（１）「４つのマテリアリティ（重要課題）」に対する進捗状況（2025 年度） 
SDGsの達成を目指して取り組んでいるマテリアリティ（重要課題）ごとの2025 年度実績は、以下の通りです。 
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１．「４つのマテリアリティ（重要課題）」への取り組み 

 

※  マークは、当社ホームぺージへの 

リンクになります。 

 

豊かな社会の実現 
ＤＸソリューションを通じて、さまざまな課題解決に取り組み、持続可能で豊かな社会の実現に貢献します。 

  

2025年度目標300社に 

対する進捗率 

171％ 

 

DXコンサルティングや 

リモートツールが順調  2022年度実績  2023年度実績  2024年度実績  2025年度実績 

 ＤＸソリューション提供社数（累計） 

安心・安全な社会の実現 
セキュリティソリューションを通じて、情報資産を保護し、安心・安全なデジタル社会の実現に貢献します。 

資源の効率的利用 
データセンタービジネスを通じて、電力の効率的な利用を促進し、CO2 排出量の削減に貢献します。 

地球環境の保全 
ペーパーレス化の推進を通じて、森林破壊の抑制に取り組み、地球温暖化や大気・水質汚染の防止に貢献します。 

 

263％ 
  

標的型攻撃メール訓練サービスや 

インフラセキュリティ対策等が順調 

  

2025年度目標200社に 

対する進捗率 

  

2025年度目標400社に 

対する進捗率 

114％ 

ハウジングサービスの提供や 

クラウドサービスの提供が順調 

  

SaaS型統合業務システムが順調 

  

2025年度目標290社に 

対する進捗率 

180％ 

 セキュリティソリューション提供社数（累計） 

データセンター利用社数（累計） 

 ペーパーレスサービス提供社数（累計） 

 2022年度実績  2023年度実績  2024年度実績  2025年度実績 

 2022年度実績  2023年度実績  2024年度実績  2025年度実績 

 2022年度実績  2023年度実績  2024年度実績  2025年度実績 

  

再生可能エネルギー利用率は 

2025年度現在40%です。 
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（２）トピックス 
 

 豊かな社会の実現 ～ＤＸソリューション～                      

 

「地方自治情報化推進フェア２０２５」へ出展 

2025 年 10 月 8 日 9 日に開催された「地方自治情報化推進フェア２０２５」に出展しま

した。 

地方自治情報化推進フェアは、行政サービスの高度化や地域の課題解決における積極的な

ICT の活用など、自治体 DX を推進することを目的とした総合展です。 

今回は、「デジタルで変わる、未来が分かる ～自治体 DX の「次」を共に描く～」をテー

マに開催されました。 

 

「FIT2025」へ出展 

2025 年 10 月 9 日 10 日に開催された「FIT2025」に出展しました。 

「FIT（Financial Information Technology）」（金融国際情報技術展）は、国内最大の「金

融機関のための IT フェア」です。 

当社からは、サイバー攻撃を疑似体験いただける「標的型攻撃メール訓練サービス セキ

ュリズム」や、業務効率を大幅に向上させる企業向け生成 AI サービス「AI-Zanmai」などを

紹介しました。 

 

RPA×AI セミナーの開催 

当社は、2026 年 3 月 6 日に WinActor®生成 AI 連携機能&「WinActor®AI 接続サービス」オンラインセミナーを開催しました。 

これまでの RPA では実現が難しかった｢非定型処理｣｢判断が必要な処理｣が生成 AI 連携機能の登場により実現可能となりました

が、生成 AI 連携機能を利用するためにはいくつかのハードルがあります。セミナーでは、生成 AI 連携機能のご紹介と新機能の利用

を支援する当社の新オプションサービス｢WinActor®AI 接続サービス｣を紹介しました。 

※WinActor®は、NTT アドバンステクノロジ株式会社の登録商標です。 

 

 安心・安全な社会の実現 ～セキュリティソリューション～               
 

「Japan IT Week 秋 2025 情報セキュリティ EXPO」へ出展 

2025 年 10 月 22 日～24 日に開催された「Japan IT Week 秋 2025 情報セキュリテ

ィ EXPO」に出展しました。 

「Japan IT Week 秋 2025 情報セキュリティ EXPO」は、情報セキュリティに関する

製品／技術／サービスが一堂に出展する専門展です。 

当社からは、「IT 運用代行サービス ZENBOO」や、委託先の情報セキュリティ対策状

況の調査・管理業務を支援するサービス「サプライヤー・マネジメント・クラウド」など

を紹介しました。 

 

サプライチェーンセキュリティ対策セミナーの開催 

2025 年 11 月 18 日、20 日に「サプライチェーンセキュリティ対策セミナー～開始予

定のセキュリティ対策評価制度に備える～」を開催しました。 

経済産業省は、全てのサプライチェーン企業を対象にセキュリティ対策を評価する「サ

プライチェーン強化に向けたセキュリティ対策評価制度」の 2026 年度中の開始を目指し

ています。セミナーでは、制度の中間取りまとめ及び企業における対応のポイントを解説

し、評価取得を予定されるお客さまをご支援する「サプライチェーンセキュリティ対策評

価支援サービス」を紹介しました。 

 

サイバー攻撃対策セミナーの開催 

2026 年 2 月 25 日に「情報セキュリティ対策の重要性 サイバー攻撃対策セミナー」を開催しました。 

ランサムウェアなどのサイバー攻撃のリスクは年々増加し、手口も巧妙化しております。情報セキュリティ対策の専門家から近年

のサイバー攻撃の手口、対策について講演をいただきました。 
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当社グループは、SDGs への取り組みを支える基盤として、「社会への貢献」 

「組織体制の強化・充実」「人材の創出」に一層取り組んでおります。 

 

社会への貢献 
良き企業市民として地域社会と共生し、社会貢献活動を通じて、ともに発展していく企業を目指します。 

主な取り組み：従業員参加型社会貢献活動の推進、環境維持・改善活動の推進地域発展に寄与する活動推進など 

 

「第 15 回科学の甲子園 埼玉県大会」協賛 

2025 年 11 月 8 日に開催されました「第 15 回科学の甲子園埼玉県大会」に協賛しました。 

「科学の甲子園」は国立研究開発法人科学技術振興機構が主催する、理科・数学・情報の複

数分野を競う科学の大会です。 

今回、協賛を 10 年継続したことにより、感謝状を拝受しました。当社は、今後もこのよう

な地域社会活動を通じて、未来を担う IT 人財の創出に寄与する活動に貢献してまいります。 

 

フードドライブ活動実施   

2025 年 11 月、ＳＤＧｓの達成に向けた取り組みである「従業員参加型地域貢献」

の一環として、フードドライブ活動を実施し、当社グループの従業員への呼びかけを

通じて提供された食品等を、「ＮＰＯ法人フードバンク埼玉」及び「埼玉県社会福祉

協議会」に寄贈いたしました。 

寄贈後は、子ども食堂や地域の福祉施設などへ提供されました。 

 

衣類バンク活動実施   

2026 年 3 月 30 日、衣類バンク活動を実施し、当社グループの従業員から提供された衣類

を、「埼玉県社会福祉協議会」に寄贈いたしました。 

「衣類バンク事業」は、地域の皆さまから提供された新品または未使用品同等の子ども服を、

生活にお困りのご家庭などに無償でお届けする活動です。 

 

組織体制の強化・充実 
グループの持続的成長のために、最適なコーポレートガバナンスの実現と内部統制機能の強化・充実に取り組みます。 

主な取り組み：ガバナンス体制の充実、内部統制機能の強化、適正かつ積極的な情報開示など 

 

事業所拠点の本社集約   

2026 年 3 月 23 日、当社は、事業運営の効率化と人材の有効活用を図り、より一層の競争力を高めることを目的に、浦和ソリュ

ーションセンターを本社に集約いたしました。 

人的資本を本社に集約し、体制をさらに強化いたします。 

 

人材の創出 
自律的に成長し、新たな未来を創造できるＩＴ人材を創出します。 

主な取り組み：持続可能な社会を実現するＩＴ人材の創出、多様な人材が活躍する環境の整備（働き方改革、健康経営、 

ダイバーシティ）、女性管理職比率の向上、学生向けＩＴ教育の推進 

 

「日経サステナブル総合調査 スマートワーク経営編」で 3.5 星に認定   

人材を最大限活用するとともに、生産性を向上し、企業価値を最大化させることを

目指す先進企業を選定する「日経サステナブル総合調査 スマートワーク経営編」に

おいて、3.5 星に認定されました。 

 

「健康経営優良法人 2026（大規模法人部門）」認定   

経済産業省と日本健康会議が共同で選出する「健康経営優良法人 2026（大規模法

人部門）」に、９年連続で認定されました。 

中期経営計画に基づく健康経営戦略の明確化に加え、社内外への情報発信を強化

し、医療機関受診率やリスク者の把握などをより充実させており、こうした取り組み

が評価につながったと考えております。                 以上 

２．「ＳＤＧｓへの取り組みを支える基盤」への取り組み 

 

埼玉県マスコット 

「コバトン」 

 

https://www.ags.co.jp/topics/20251205-2.html
https://www.ags.co.jp/topics/20260410.html
https://www.ags.co.jp/topics/pdf/20251031_news_release.pdf
https://www.ags.co.jp/topics/20251205.html
https://www.ags.co.jp/topics/20260311.html

